
三
上
人

鑽
仰

特
輯
號
發

刊
陳
言
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前

田

聽

瑞

今

や
、
わ
が
宗
門

は
鎭

西

・
記
圭

・
勢
觀

の
三
上
人

の
大
遠
忌
を
邀

へ
、
華
頂

の
彩
霞
春
風
に
動
き
て
風
光
淨
土

に
似

た
る
處
、
闔
門

の
威
激

ざ
奮
躍

ざ
を
新

に
し
、
道
俗
和
合
裡
に
、
知
恩
報
恩
、
念
佛
報
國

の
誠
を
竭
さ
ん
ざ
す

る
こ
ご
は

蓋
し
無
比

の
臼
業

で
あ
ら
う
〇

二
租
鎭

西
國
師
辨
阿
聖

光
上
人
は
、
宗
祀
圓

光
明
照
大
師

の
嫡
統
を
紹
ぎ
、
異
端
を
斥
け
て
、
正
宗
を
傳
持
し
、
範
を

後
昆

に
胎
し
給

へ
る
正
宗
の
大
紹
者
で
あ
る
○

知
恩
院
第

二
世
勢
觀
房
源
智
上
人
は
、
宗
租

に
嚴
事
す

る
こ
ざ
首
尾
十
有

八
年
、
至
要

の
慈
訓
を
請

ひ
て
、
以

て
末
代
淨
土

の
龜
鑑
た
ら
し
め
た
法
城

の
嚴
護
者
で
あ

る
〇

三
祗
記
主
諜
師
然
阿
良

忠
上
人
は
、

二
祀
鎭
西
國
師

の
附
法

ε
し

て
、
宗
賑
三
代

の
法
統
を
嗣
ぎ
、
審

に
源
流
を
正
し
、
大
に
師
承
を
光
顯
し
給

ひ
し
淨
土
典
範

の
簡
定
者
で
あ
る
○

正
宗
彌

々
興
り
法
燈
盆

々
明
に
し

て
、
今

に
至

つ
て
人
皆
そ
の
慶

を
受
く

る
は
、
洵

に
こ
の
三
上
人
の
學
徳
傳
弘
の
カ

で
あ

る
ε
稱
し

て
よ

い
。

爰

に
我
等
末
徒
は
正
宗
傳
弘

の
三
上
人
の
大
遠
忌
に
値
ひ
、
謹

で
報
恩

の
誠
を
竭
す

べ
ぐ
、
蚊
蛇
の
力
を
戮

せ
て
聊
か



歎
徳

の
辭
を
捧
げ

ん
ざ
す

る
も
の
で
あ
る
o

但

だ
槭
む
ら
く
は
我
等
凡
愚
祀
徳
を
念

じ
て
言
至
ら
す
、
慱
弘
を
顧

み
て
文

成
ら
ざ
る
こ
ε
で
あ

る
○
仰
ぎ
冀
く
ば
洪

慈
を
廻
ら
し
哀
愍
納
受
し
給

へ
o

昭

和

十

二

年

二

月

佛

敷

専

門

學

校

出

版
"部

主

任

前

田

聽

瑞

委

員

漆

間

純

成

椿

秀

美

正

司

玄

丈

屋

式

文

雄

小

林

篤

演

藤

堂

恭

俊
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